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小
中
学
生
の
心
臓
・
じ
ん
臓
集
団
検
診

早
期
発
見
で
楽
し
い
学
校
生
活

こ
と
し
か
ら
心
音
・
心
電
図
を
導
入

足
立
区
立
の
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
心
臓
・
じ
ん
臓
の
集
団
検
診
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
心
臓
検
診
は
、
「
足
立
方
式
」

と
い
わ
れ
る
独
自
の
方
式
を
採
用
し
、
学
校
保
健
関

係
者
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
検
診
で
す
。
そ
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
集
団
検
診
は
、足
立
区
学
校
医

会
の
協
力
や
得
て
、区
教
育
委
員
会
が

財
団
法
人
一
東
京
都
予
防
医
学
協
会
」

に
委
託
し
た
も
の
で
す
。
心
臓
検
査
は

四
十
五
年
度
か
ら
、
じ
ん
臓
検
査
は
四

十
四
年
度
か
ら
行
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
集
団
検
診
は
、病
気
の
確

定
診
断
旁
す
る
の
で
な
く
、病
気
の
疑

い
の
あ
る
者
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。こ
の
目
的
に
そ
っ
て
、

従
来
か
ら
「
足
立
方
式
」
の
心
臓
検
診

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

迢

立
方
式
」
は
、
ア
ン
ヶ
I
ト
・

校
医
の
聴
診
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
彫
を
柱

に
し
た
方
式
で
す
。
四
十
ヒ
年
度
ま
で

は
、
こ
の
方
式
で
か
な
り
の
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、
こ
と
し
か
ら

心
音
・
心
電
図
を
加
え
た
新
方
式
や
採

用
し
ま
し
た
。

検診を受ける生徒たち

心
臓
は
1, 000

人
中

7
人
が
疾
患
者

新
方
式
に
よ
る
心
廠
検
査
の

対
象

は
、
▽
小
中
学
校
の
新
一
年
生
と
転
入

学
者

▽
過
去
一
年
間
に
リ
ュ
ー
マ
チ

熟
に
か
か
っ
た
者

▽
心
臓
病
の
既
応

者

▽
小
中
学
校
の
二
年
生
以
上
で
、

定
期
脾
。康
診
断
で
校
医
か
ら
受
診
の
指

示
を
受
け
た
者
I
合
計
一
万
七
千
四
百

十
人
。
特
に
、
新
一
年
生
全
員
の
心
音

・
心
電
図
を
と
っ
た
こ
と
は
、
早
期
発

見
に
多
い
に
役
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
心
臓
検
査
の
結
果
、
小
学
生
九

千
(
百
四
十
三
人
の
う
ち
六
十
(

人

が
、
中
学
生
七
千
七
百
三
十
一
人
の
う

ち
六
十
二
人
か
有
病
者
(
心
疾
患
者
)

と
な
っ
て
い
ま
す
。
千
人
申
七
人
が
心

疾
患
者
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
数
字

は
、
過
去
三
年
間
の
発
見
率
よ
り
高
い

数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

じん臓は1, 000人中
41人が陽性

じ
ん
臓
の
尿
検
査

は
、
小
学
生
五
万
九

千
三
百
五
十
三
人
の

う
ち
一
千
五
百
九
十

二
人
、
中
学
生
二
万

一
千
(
百
二
十
五
人

の
う
ち
一
千
ヒ
百
六

十
四
人
が
陽
性
と
み

な
さ
れ
ま
し
た
。
千

人
中
四
十
一
人
が
讌

性
と
い
う

こ
と
で

す
。じ

ん
臓
の
病
気

は
、早
期
に
発
見
す
れ
ば
容
易
に
直
り

ま
す
が
、遅
れ
る
と
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
や
慢

性
じ
ん
炎
な
ど
に
進
行
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
四
十
五
年
度
に
は
、
長
期
欠

席
者
の
う
ち
じ
ん
臓
疾
患
者
が
卜
y
プ

を
占
め
て
い
ま
し
た
か
、今
は
、じ
ん
臓

疾
思
に
よ
る
長
期
欠
席
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
、
早

期
発
見
の
効
果
が
あ
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
じ
ん
臓
の
病
気
は

恐
ろ
し
い
と
い
う
認
識
が
父
兄
の
間
に

も
高
ま
り
、
保
健
へ
の
関
心
が
強
く
な

る
効
果
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
あ
る
学
校
で
マ
ラ
ソ
ン
中

に
突
然
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
事
故

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
夏
に
は
、
プ
ー

ル
で
元
気
に
泳
い
で
い
た
の
に
、
水
か

ら
上
が
っ
た
と
た
ん
に
倒
れ
た
と
い
う

事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
'よ
う
な
事

故
は
、
心
疾
思
者
を
発
見
で
き
な
か
っ

た
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
心
疾
患
者

の
早
期
発
見
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
区
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
病
気
の
疑
い
の
あ
る
者
を
早
期
に
発

見
し
、
児
童
・
生
徒
か
、
明
る
く
楽
し

い
学
校
生
盾
を
お
く
れ
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
た
め
に

入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
じ
ま
る

病
気
や
老
衰
な
ど
の
た
め
に
ね
た
き

り
の
状
態
に
あ
る
お
年
寄
り
の
方
々
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
区
は
、
足

立
新
生
苑
の
協
力
を
得
て
、
巡
回
入
浴

事
業
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
日
頃
入
浴
の
機
会
に
恵

ま
れ
な
い
お
乍
寄
り
の
方
々
に
、
ぼ
が

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
方
た
ち
の
心
身
的
な
悩
み
や
負
担

を
軽
減
し
、
健
康
を
保
持
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の

で
す
。

事
業
の
内
容
は
、
ね
た
き
り
の
お
年

寄
り
の
自
宅
ま
で
専
任
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
が
こ
の
事
業
専
用
の
自
動
車
で
迎
え

に
行
き
、
足
立
新
生
葵
ま
で
お

連
れ

し
、
同
苑
の
特
殊
浴
槽
で
入
浴
介
護
す

る
も
の
で
す
。

特
殊
浴
槽
は
、
ね
た
ま
ま
入
浴
出
来

る
装
置
を
備
え
て
い
ま
す
。
自
動
車
も

寝
台
袈
用
車
椅
子
と
後
部
に
特
別
の
昇

降
機
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
無
理
な

く
安
心
し
ア
移
動
し
入
浴
で
き
ま
す
。

ね
た
き
り
老
人
巡
回
入
浴
は
、
つ
ぎ

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
方

足
立
区
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
ね

た
き
り
の
お
年
寄
り
、
お
よ
び
こ
れ

に
準
ず
る
お
年
寄
り
で
、
つ
き
の
要

件
に
該
当
し
、
区
長
が
過
当
と
認
め

た
方

(
1
)
医
師
が
入
浴
、
お
よ
ぴ
自
動
車
に

よ
る
移
動
を
可
能
と
認
め
た
方

(
2
)
原
則
と
し
て
、

家
族
一
名
が
付

添
同
乗
し
、
入

浴
の
介
護
を
し

て
も
ら
え
る
方

な
お
、
移
獸
に
寝

台
兼
用
車
椅
子
を
使

用
し
ま
す
の
で
、
べ
'

ド
あ
る
い
は
布
団

の
上
で
三
十
分
程
度

続
け
て
す
わ
っ
て
い

ら
れ
る
状
態
の
方
を

対
象
と
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
初
に
区
役
所

二
階
老
人
助
成
係
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
書
等
関
係
書
類
を
そ
ろ
え
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
く
わ
し
く
は
区
役
所
二
階
老
人
助
成

係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ねたまま入浴できるハーバートタンク

交通災害にそなえて
―交通災害共済制度―

不
慮
の
交
通
災
害
に
そ
な
え
て
、

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
の
程
度
に
よ
り
、

二
千
円
ヱ
(
十
万
円
の
見
舞
金

が
で
ま
す
。

区
役
所
、
第
二
庁
舎
、
出
張

所
に
お
い
て
あ
る
自
動
加
入
機

に
、
百
円
玉
三
佃
を
入
れ
、
出

て
来
た
カ
ー
ド
に
必
要
な
こ
と

を
記
入
し
、
下
半
券
を
再
ぴ
機

械
に
入
れ
れ
ば
、
そ
の
時
刻
か

ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
銀
行
、信
用
金
庫
、
良
協
な

ど
の
窓
口
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
申

込
み
の
翌
日
か

ら
有
効
と
な
り

ま
す
。

二
十
三
区
内

に
住
所
の
あ
る

方
な
ら
だ
れ
で

も
加
入
で
き
ま

す
。
有
効
期
間

は
一
年
間
で

す
。く

わ
し
い
見

鯛
金
の
離
は
。
次
表
の
と

お
り
で
す
。

道
路
現
況
平
面
図
作
成
の
た
め
の

調
査
測
量
にご

協
力
を

昭
和
四
十
六
年
か
ら
四
十
七
年
に
か

け
て
、
道
路
台
帳
作
成
の
た
め
の
道
路

現
況
平
面
図
(
縮
尺
五
百
分
の
I
)

測

一
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
道

輅
や
水
路
の
改
修
工
事
、
街
路
灯
の
新

股
工
事
な
ど
に
よ
り
、
現
況
が
部
分
的

に
変
化
し
た
た
め
、
図
面
の
補
正
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
か
ら
来
年
の
三
月
に
か
け
て

補
正
測
一

を
行
な
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
と
き
に
は
、
み
な
さ
ん

の
家
の
門
内
や
私
道
に
立
ち
入
る
こ
と

も
あ
り
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

こ
の
測
量
は
土
木
行
政
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
道
路
台
帳
の
作
成
、
維
持
・

管
理
に
必
要
な
も
の
'で
す
の
で
、
そ
の

節
は
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
測
一

士
は
区
が
発
行
し
た
、

身
分
証
明
書
を
持
っ
て
い
ま
す
。

万
一
、
ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
身
分
証
明
書
を
確
か
め
る
か
、
区
役

所
道
路
台
帳
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。工

事
予
定

次
の
と
お
り
工
事
を
行
な
い
ま
す
の

で
、
ご
迷
惑
で
す
が
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

路
面
補
修
工
事

佐
野
町
五
=
了

二
〇
五
番
地
先

竣
功
4
9年
2
月
7
日

道
路
拡
幅
工
事

大
谷
田
町
一
七
】
四
～
一
九
一
一
番

地
先

峻
功
4
9年
～
2
月
7
日

水
路
改
修
工
事

一

中
川
二
丁
目
一
番
先

鯵
功
4
9年
3
月
2
0日

水
路
改
修
工
事

青
井
三
丁
目
二
一
番
先

竣
功
4
9年
2
月
1
8日

側
溝
改
修
工
事

花
畑
町
二
(
七
I
ニ
三
四
番
地
先

持
功
4
9年
2
月
7
日

都
営
住
宅
入
居
者

募
集
中
(
地
元
割
当
)

―
用
紙
交
付
は
十
二
月
八
日
(
土
)
ま
で―

■
用
紙
交
付
鳩
所
区
役
所
一
階
区
民
部
管
理
課
・
区
役
所
第
二

庁
舎
・
各
出
張
所

12月の区民福祉センター・児童館・老人館だより

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室

創
作
紙
人
形
教
室

六
日
(
木
)
午
後
一
時

材

料
費
六
百
円

は
さ
み
・
も
の
さ
し
・
鉛
筆
・
小
筆
持
参

定
貝
五

十
名

絵
画
教
室
(

日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

生
花
教
灘

十
四
日
(
金
)
午
前
十
時

材
科
費
二
百
五
十
円

は
さ
み
・
雑
巾

持
参

定
員
三
十
名

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

十
五
日
(
占

午
後

一
時
三
十
分

材
料
費
五
百
円

カ
'
タ
ー
・
鉄
筆
・
裁
ち
台
・
も

の
さ
し
持
参

つ
ま
み
画

十
(
日
(
火
)
午
後
一
時

材
料
費
千

円

ピ
ン
セ
'
卜
・
は
さ
み
・
糊
板
持
参

文
学
教
室

二
十
日
(

木
)
午
後
一
時
三
十
分

茶
遭
教
室

二
上

日
(
金
)
午
前
十

時

懐
紙
・
茶
爾
子
持
参

茶
菓
子
代
百
円

■
老
人
無
料
健
康
相
談
十
九
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分

■
親
子
折
紙
教
室

十
五
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
(

九
-四
六
六
一

■
お
年
寄
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)

お
茶
の
教

室

六
日
(
木
)
・
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時

定
員
各
二
十
名

生
花
教
室

七
日
(
金
)
・
二
十
一
日
(
金
)
午
後
二
時

定
員
各

二
十
名

詩
吟
教
室
(

日
(
土
)
午
後
二
時

陶
芸
教
室

九
日
(

日
)
午
後
一
時

定
員
二
十
名
一
道
教
室

生
(
日
(
日
)
午

後
一
時

定
員
二
卜
名

老
人
無
料
健
康
相
談

十
九
日
(
水
)
午

後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

二
十
三
日
(
日
)
午
後
一
時

入
場
整

理
券
を
十
五
日
(
土
)
午
後
二
時
か
ら
発
行
し
ま
す

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(

九
七
-五
〇
一
六

■
老
人
踊
り
教
室

十
四
日
(
金
)
午
前
十
時
三
十
分

■
老
人
無
料
健
康
相
談

十
(
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
と
父
兄
の
も
ち
つ
き
会
九
日
(
日
)
午
後
二
時
定
員
二
百
名

■
ク
リ
ス
マ
ス
子
ど
も
会

十
六
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

■
粘
土
工
作
《
エ
ン
ゼ
ル
)
(

日
(
土
)
午
後
二
時

定
員
二
十
名

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
(

二
-二
七
六
五

■
お
年
番
り
の
行
事
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
踊
り
教
室

十
二
日
(
水
)
・
十
九
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
・
'
一
朗
教
寶

十
三
日
(
木
)
・
二
十
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
映
圖
会
十

三
日
(
木
)
午
前
十
時
三
十
分
…
「浪
花
の
恋
の
物
語
」老
人
無

料
健
康
相
談

十
(
日
(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会

九
日
(
日
)
・
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

【
各
教
室
の
申
込
み
は
直
接
各
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
】

《
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
賢
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
》

□
西
伊
興
児
童
館
(

九
七
上
(
九
四
(

■
卓
球
大
会
(

日
(
土
)
午
後
二
時

申
込
み
受
付
は
七
日
ま
で

■
映
画
会
九
日
(
日
)
午
後
三
時
…
二
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
」
他

■
児
童
館
一
周
年
祭
展
示
会
…
十
五
日
(
土
)
～
二
十
三
日
(
日
)

午
前
九
時
～
午
後
四
時
発
表
会
…
二
十
二
日
(
土
)
午
後
二
時
三

十
分
映
画
会
…
二
十
三
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

九
匸
T
三
四
二
}

■
映
画
金
(
日
(
土
)
午
後
一
時
・
厶
東
京
の
空
の
下
」他
十

六
巳
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分
…
「
マ
y
チ
う
り
の
少
女
」
他

■
卓
球
教
室

十
五
日
(
土
)
午
後
二
時
三
十
分

■
老
人
演
芸
会

九
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

■
老
人
舞
踊
教
室

卜
五
日
(
土
)
午
前
十
時

《
各
施
般
と
も
、
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
》

■ 区役所の電話882- 1111 第二庁舎889- 6161 足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481 東部福祉事務所605- 7105 西部福祉事務所897- 5011
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家
庭

年
に
一
度
は

家
の
中
の
整
理
を

十
二
月
は
、大
掃
除
・
お
歳
暮
や
正

月
用
品
の
買
い
物
な
ど
に
追
わ
れ
、

な
に
か
と
忙
し
い
時
期
で
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
る

に
あ
た
っ

て
、
こ
の
機
会
に
家
の
申
の
整
理
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

そ
こ
で
今
回
は
、
整
理
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
し
た
。

■

衣

類

の

整

理

必
要
度
に
よ
っ
て
分
頬
す
る
こ
と

が
必
要
で
す

。
ま
た
、
租
頬
に
よ
る

分
類
・
用
途
に
よ
る
分
類
・
佃
人
別

の
分
類
な
ど
も
有
効
な
方
法
で
す
。

衣
類
を
し
ま
う
に
は
、
必
要
度
の

高
い
物
は
と
り
や
す
い
所
に
置
く
。

衣
頬
の
種
類
な
ど
に
よ
り
く
ふ
う
す

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
整
理
さ
れ
た
物
に
つ
い
て

は
、品
別
・
佃
人
別
な
ど
を
記
入
し
た

見
出
し
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■

家

庭

用

品

の

整

理

物
一
な
ど
に
、イ
ル
物
、イ
ラ
ナ
イ

物
な
ど
が
混
じ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

イ
ル
物
に
つ
い
て
は
、
品
物
が
ひ
と

目
で
わ
か
る
よ
う
に
表
示
し
、
す
ぐ

出
せ
る
よ
う
に
盤
理
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
イ
ラ
ナ
イ
物
は
、
思
い
切
っ

て
処
分
す
る
な
ど
し
ま
せ
ん
と
、
す

ぐ
た
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
と
き
問
胆
と
な
る
の
は
、
イ

ル
物
と
イ
ラ
ナ
イ
物
の
区
別
で

す

が
、
次
の
こ
と
が
あ
る
程
度
区
別
の

目
安
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

○
現
在
便
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

○
い
た
み
は
ど
の
程
度
か

○
と
っ
て
お
い
て
将
来
使
え
る
か

○
生
活
上
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
か

○
他
の
物
で
代
用
が
き
く
か

こ
の
よ
う
な
目
安
で

、
区
別
す
る

と
大
分
整
理
さ
れ
て
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
中
の
イ
ラ
ナ
イ
物
で
も
愛

着
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
処
分
し
が

た
い
も
の
で
す
が
。
収
納
ス
ペ
ー
ス

に
よ
っ
て
、
処
分
す
る
か
ど
う
か
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

処
分
す
る
に
は
・・・

売
る
値
う
ち
の
あ
る
物
(
衣
類
・

金
属
な
ど
)
は
、
売
却
し
た
り
で
齊

ま
す
が
、
値
う
ち
の
な
い
物
は
、
ゴ

ミ
と
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
と
し
て
の
処
分
は
・・・

一
般
の
ゴ
ミ
=
十
二
月
二
十
五
日
以
　

前
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

そ
大
ゴ
ミ
=
十
二
月
十
五
日
～
】月
　

十
三
日
ま
で
は
作
業
中
止
に
な
り
　

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
に
関
し
て
の
問
い
合
わ
せ
は

足
立
東
清
掃
事
務
所

(
(
九
-
○
七
二

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
(
五
-
七
三
六
〇

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

前
号
の
「
家
庭
欄
」
で
。
予
防
接

羶
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
追
加
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
の
製
造
・
国
家
検
定
が
大

幅
に
お
く
れ
、
予
防
接
種
を
延
期
し

ま
す
。
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
が
入
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
3
8
)

―
―
千
住
三
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
七
―
―

勝
山
準
四
郎

牛
田
は
三
丁
目
の
小
字
(
あ
ざ
)
名
で
あ
る
。

小
字
と
言
っ
て
も
町
裹
か
ら
辰
己
の
方
向
に
綾
瀬

川
練
り
ま
で
纃
い
た
広
大
な
土
地
で
、
今
の
千
住

旭
町
の
大
半
か
ら
東
町
の
一
部
。
曙
町
の
全
都
が

含
ま
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
は
田
畑
の
耕
地
で
あ

っ
た
が
、
綬
瀬
川
寄
り
に
は
多
少
の
民
家
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

村
尾
正
靖
(
文
政
十
年
歿
)
の
「
牛
田
薬
師
・

関
屋
天
神
手
向
の
尾
花
」
の
I
出
し
に
「
牛
田
村

民
戸
十
二
、
三
戸
に
過
ぎ
ず
と
い
へ
ど
、
家
作
も

り
つ
き
つ
き
し
く
(
似
つ
か
ね
し
い
)
貧
な
る
は

見
え
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
家
構
え
の
立
派

な
農
家
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

現
在
牛
田
の
地
名
は
東
武
線
の
駅
名
に
だ
け
残

さ
れ
て
い
る
が
、
背
の
地
図
に
は
耕
地
名
の
外
、

牛
田
堤
、
牛
田
橋
な
ど
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

牛
田
橋
は
今
は
閤
渠
に
な
っ
て
わ
か
ら
な
い
が
、

干
住
堀
の
総
落
し
に
堤
の
処
で
か
か
っ
て
い
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
は
御
普
甜
所
つ
ま
り
公
費
に
よ

る
修
理
佃
所
で
、
長
さ
六
間
巾
九
尺
と
示
さ
れ
て

い
る
。
橋
の
下
手
は
す
ぐ
牛
田
圦
で
隅
田
川
に
続

い
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
川
水
の
逆
流
や
水
一

の

調
節
を
は
か
る
た
め
橋
に
は
水
門
か
設
け
ら
れ
て

い
た
。

こ
の
水
番
を
兼
ね
て
堤
上
に
茶
店
を
開
い
て
い

た
の
が
「
関
屋
の
一
軒
茶
屋
」
現
在
の
北
島
タ
バ

コ
店
で
あ
る
。
厩
述
北
斉
の
記
念
切
手
関
屋
風
景

は
同
店
の
あ
た
り
か
ら
誂
め
た
景
と
さ

れ
て

い

る
。
も
っ
と
も
当
時
の
堤
防
は
今
の
大
通
り
と
一

寸
違
っ
て
、
現
在
の
東
武
、
京
成
両
駅
の
間
の
通

り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
牛
田
の
名
が
。
江
戸
時
代
か
ら
人
に

知
ら
れ
て
い
た
の
は
「
牛
田
薬
師
」
の
お
か
げ
で

あ
・
气

江
戸
名
所
図
会
に
も
関
屋
天
神
と
も
ど
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
向
島
の
隅
田
堤

か
ら
綾
瀬
橋
(
旧
)
を
渡
る
と
す
ぐ
真
近
に
あ
っ

た
の
で
、
杖
を
ひ
く
客
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

牛
田
薬
師
西
光
院
も
今
は
人
家
の
中
に
と
り
か

こ
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
頃
は
眺
望
絶
佳
の
地
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
の
「
遊
歴
雑
配
」
に
も

此
の
双
方
の
堤
(
掃
鄒
堤
、
隅
田
堤
)
の
眺
望
風

色
懈
わ
ん
方
な
く
、
な
か
ん
づ
く
遥
か
に
南
面
す

れ
ば
綾
瀬
川
の
う
ね
り
て
。
右
に
関
屋
の
里
を
見

渡
す
勝
景
、
天
然
に
し
て
論
な
し
」
と
絶
賛
し
て

い
る
。
そ
の
風
最
も
今
は
ま
ぶ
た
に
画
く
の
み
で

あ
る
。

西
光
院
は
風
土
紀
稿
に
「
新
義
真
言
宗
、
本
木

村
吉
祥
院
門
徒
、
千
葉
山
を
号
す
。
本
尊
薬
師
は

千
葉
介
常
胤
の
守
麗
仏
な
り
と
言
う
。
こ
の
寺
域

は
常
胤
の
庶
流
石
山
帯
刀
(
た
て
わ
き
)
吉
深
が

別
業
を
捨
て
闘
闢
す
る
所
な
り
云
々
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
石
出
吉
探
の
別
邸
で
あ
っ
た
こ
と
を
述

べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

吉
深
は
幕
府
直
参
の
三
百
石
取
の
旗
本
で
、
町

奉
行
支
配
の
小
伝
馬
町
牢
屋
敷
の
牢
屋
奉
行
(
囚

獄
)
を
勦
め
た
人
で
あ
る
が
、
同
時
に
困
孥
者
と

し
て
も
有
名
で
常
軒
と
号
し
、
晩
年
は
此
の
地
で

著
作
に
没
頭
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
元
禄
二
年

(
一
六
(
九
)
こ
の
別
邸
で
歿
し
て
い
る
。

寺
の
山
門
を
入
っ
た
左
手
の
聨
き
わ
に
、
そ
の

墓
と
、
子
師
深
が
建
て
た
枦
恢
石
の
記
念
碑
か
残

さ
れ
て
い
る
。
碑
は
元
禄
呎
年
の
建
立
で
足
立
に

於
け
る
重
要
な
由
緒
あ
る
史
料
で
あ
る
。
詳
細
は

滝
善
成
氏
が
、
足
立
史
談
五
(
号
ヱ
(
○
号
に
述

べ
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。(

つ
づ
く
)

西光院 にあ る石出 常軒の記念碑と墓( 右)

区
民
ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

区
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

区
民
ス
キ
ー
教
室
を
行
な
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
第
一
次
ス
キ
ー
教
室
(
初
心
者
・
中

級
者
向
)

日
程
　
一
月
十
八
日
(
金
)
～
一
月
二
十

一
日
(
月
)

車
中
一
泊
(
列
車
利
用
)

場
所
　
新
同
県
小
出
ス
キ
ー
場

参
加
費
　
六
千
五
百
九
十
円
(
ユ
キ
ー

傷
害
保
険
料
含
ひ
)

募
集
人
員

百
二
十
九
名

※
貸
ス
キ
ー
と
貸
靴
…
七
百
円

■
第
二
次
ス
キ
ー
教
室

日
程
　
二
月
十
六
日
(
土
)
～
二
月
十

九
日
(
火
)

車
中
一
泊
(
バ
ス
利

用
)

場
所
　
群
馬
県
万
座
厘
泉
ス
キ
ー
場

参
加
費
(

千
九
百
六
十
円
(
ス
キ
ー

傷
害
保
険
料
含
ひ
)

募
集
人
員
　
百
名

※
貸
ス
キ
ー
と
貸
靴
…
千
三
百
円

な
お
、
第
一
次
・
第
二
次
と
も
、
参

加
賢
格
は
、
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民

の
方
(
ほ
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方
)

◎
第
一
次
・
第
二
次
と
も
バ
ッ
ヂ
テ
ス

ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

第
一
次
・
第
二
次
と
も
、

十
二
月
五
日
か
ら
受
付
け
ま
す
の
で

会
費
を
添
え
て
、
直
接
区
教
育
委
員

会
体
育
踝
ま
で
、(
定
貝
に
な
り
次

第
締
切
り
)

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
青
委
員
会
体

青
課
へ
ど
う
ぞ
。

初心者の講習風景

第23回区民駅伝大会

ふるってご参加を

区
教
育
委
員
会

で
は
、次
の
と
お

り
、区
民
駅
伝
大

会
を
行
な
い
ま

す
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　時

昭
和

四
十
九
年
一
月

十
三
日
(
日
)

午
前
九
時

場
所
　
荒
川
河
川

敷
右
岸
・
西
新

井
橋
～
江
北
橋

コ
ー
ス

チ
ー
ム
編
成
　
一
般
の
都
(
動
労
社
会

人
)
・
学
生
の
都
―
一
チ
ー
ふ

監

督
一
名

選
手
五
名

補
欠
二
名

中
学
の
都
―
一
校
ニ
チ
ー
ム
ま
で

一
チ
ー
ム

暫
督
一
名

選
手
十
名

補
欠
二
名

距
離
　
一
般
・
学
生
の
部
―
一
人
五
㌔

㍍

中
学
の
都
―
一
人
二
・
五
㌔
㍍

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

申
込
方
法
　
チ
ー
ム
名
・
都
別
・
走
者

順
位
・
遇
手
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
次
の
と
こ
ろ
へ

申
込
締
切
　
と
一
月
二
十
七
日
(
金
)

午
後
五
時
ま
で
必
着
の
こ
と

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　先

区
教
育
委

員
会
体
育
振
興
係
(
〒

匸
一
〇

足

立
区
千
住
仲
町
五
(
和
光
ビ
ル
内
)

へ
ど
う
ぞ

森
林
愛
護
運
動

ポ
ス
タ
ー
原
画
募
集

国
土
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
次
の

要
領
で
『
森
林
愛
護
運
動
ポ
ス
タ
ー
』

の
原
画
を
募
集
し
ま
す
。
ど
し
ど
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
図
柄
は
自
由
(
創

作
に
限

る
)

。
森
林
愛
護
・
自
然
保
護
を
表

現
し
た
も
の
で

、
文
字
は
一
切
使
用

し
な
い
も
の

規
格
　
用
紙
は
画
用
紙
か
ヶ
ン
ト
紙
5
1

り
㍍
×
3
6り
㍍
(
B

三
判
)
で
、
縱

書
。
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
は
、
油
彩
、

水
彩
な
ど
の
絵
具
を
使
用

応
募
資
格
　
一
般
都
民
(
小
・
中
・
高

等
学
校
児
童
生
徒
は
除
く
)

応
募
締
切
　
昭
和
四
十
九
年
一
月
三
十

一
日
ま
で

応
募
方
法
　
図
案
裏
面
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
を
明
記
の

う
え
、
次
の
送
付
先
へ

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は
、
社
団
法

人

図
土
緑
化
推
進
委
員
会
【〒

】○

二

千
代
田
区
平
河
町
一
T
七一
五

砂
防
会
館
内
　

二
六
三
-
二
(
六
四

・
二
五
一
九
)
へ
。

住
居
番
号
と
番
地
を

お
ま
ち
が
い
な
く

新
し
い
住
居
表
示
は
、
今
ま
で
使
わ

れ
て
い
た
住
所
の
番
地
(
地
番
)
と
は

全
く
別
の
も
の
で
す
。

住
居
番
号
は
薺
物
に
つ
け

た
番

号

で
、
住
所
・
居
所
を
表
わ
す
た
め
に
だ

け
使
わ
れ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
土

地
の
表
示
・
家
屋
の
所
在
地
な
ど
を
表

わ
す
時
は
、
今
ま
で
ど
お
り
所
有
者
の

財
産
番
号
と
し
て
、
地
番
を
使
い
ま
す

が
、
町
名
は
住
居
表
示
で
変
更
さ
れ
た

も
の
を
用
い
ま
す
。
た
だ
し
、
住
居
表

示
さ
れ
た
地
区
で
も
、
現
在
土
地
区
画

整
理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
地
区
は
、
町

名
は
そ
の
ま
ま
で
す
か
ら
、
登
配
所
の

登
記
簿
謄
抄
本
の
交
付
や
閲
覧
な
ど
の

請
求
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

区民スケート
スクー ル

日
時
　

月
二
十
七

日
(
日
)
午
前
七

時
～
午
後
二
時

場
所
　
富
士
急
(
イ

ラ
ン
ド
(
山
梨
県

富
士
吉
田
市
)

対
象
　
一
般
区
民

定
員
　
百

二
十
名
(

大
型
バ
ス
二
台
)

参
加
費

二
　千
七
百

円
(
小
学
生
二
千

五
百
円
)

申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
一
月

十
二
日
ま
で
に
次
の
い
ず
れ
か
へ

■
区
教
育
委
輿
会
体
育
振
興
係
(
足

立
区
千
住
仲
町
五
(

、
和
光
ビ
ル

内
)

■
ツ
バ
メ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
(
足
立
区

千
住
三
-
五
　
(
(
(
-
(

三

三
一
)

く
わ
し
く
は
、
申
込
み
先
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

就
学
者
名
簿
の

縦
覧
を
行
な
い
ま
す

対
象
児
童
　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で

に
出
生
し
た
児
童

縦
覧
期
間
　
昭
和
四
十
(
年
十
二
月
十

九
日
(
水
)
か
ら
昭
和
四
十
(
年
十

二
月
二
十
五
日
(
火
)
ま
で

縦
覧
場
所
　
区
各
出
張
所

縦
覧
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
(
た
だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
育
委
員
会
学

事
係
へ
ど
う
ぞ
。

防災標語を募集
―ふるってご応募を―

区
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
災
害
か

ら
、
み
な
さ
ん
の

生
命
、
財
産
な
ど

を
守
る
た
め
、
各

種
施
笊
を
す
す
め

て
い
ま
す
が
、災

客
の
防
止
に
は
、

み
な
さ
ん
ひ
と
り

ひ
と
り
の
ふ
だ
ん

の
心
構
え
か
大
切

で
す
。

そ
こ
で
こ
の
ほ

ど
、
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、

次
の
要
領
で
地
震
災
害
の
防
災
標
語
を

募
集
し
て
い
ま
す
。ふ
る
っ
て
ど
う
ぞ
。

□
内
容

地
震
災
害
の
防
止
を
お
し
す

す
め
る
こ
と
を
内
容
と
し
た
も
の

□
応
募
資
格

区
内
在
住
の
方

□
応
募
締
切
り

十
二
月
末
日
に
区
役

所
に
必
着
の
こ
と

□
送
付
先

足
立
区
役
所
環
境
部
防
災

課
(
〒

匸
一
〇
足
立
区
千
住
一
丁
目

五
〇
)

□
応
募
上
の
注
意

◎
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も
の
。O

作
品
は
官
製
(
ガ
キ

ー
枚
に
つ
き
一

一
点
(
ひ
と
り
で
何
点
で
も
応
募
・

さ
れ
て
も
結
構
で
す
。)

◎
(
ガ
キ
に
は
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
入
選
作
品
の
版
権
は
足
立
区
に
属
・

し
、
作
品
は
自
由
に
利
用
さ
せ
て
・

い
た
だ
き
ま
す
。

◎
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

□
発
表

采
年
二
月
発
行
の
区
の
お
知

ら
せ
で
発
表
し
ま
す

く
わ
し
く
は
、
区
役
所
防
災
課
へ
ど

う
ぞ
。

掲

示

板

■

愛

の

献

血

十
二
月
の
移
動
探
血
日
程

五
日
(
水
)

竹
の
塚
駅
東
口

十
七
日
(
月
)

舎
人
小
学
校

二
十
日
(
木
)

第
十
九
出
張
所

二
十
五
日
(
火
)

新
田
中
学
校

二
十
六
日
(
水
)

区
第
二
庁
合

三
十
日
(
日
)

北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■

消

費

者

展

と

き
　
十
二
月
七
日
(
金
)
午
前

十
時
～
午
後
四
時

十
二
月
(
日
(
土
)
午
前
十
時
～

午
後
三
時

と
こ
ろ
　
足
立
区
産
業
振
興
館
二
階

(区
役
所
と
な
り
)

◎
当
日
は
抽
せ
ん
・
即
売
も
行
な

い
ま
す
。

間
合
い
わ
せ
先
　
区
役
所
商
工
係

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

抽
選
会
変
更

昭
和
四
十
九
年
一
月
分
の
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
抽
遇
会
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

期
日
　
十
二
月
十
九
日
(
水
)

会
場
　
区
役
所
七
階
会
歌
室

※
抽
選
会
に
参
加
の
方
は
、
午
前
(

時
三
十
分
ま
で
に
会
場
に
集
ま
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
区
民
ス
キ
ー
大
会

区
ス
キ
ー
協
会
で
は
、
次
の
よ
う

に
ス
キ
ー
大
会
を
実
施
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

昭
和
四
十
九
年
二
月
三
日
(

日
)
、午
前
九
時
艱
技
開
始

▽
場
所

新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場

▽
参
加
費

千
円

※
定
員
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

区
ユ

キ
ー
協
会
連
絡
所

足
立
区
千
住
吉

元
町
一
五
-
九

堀
内
宅
　
(

八

一
〒
七
七
(
九

■
鴨
を
捕
獲

し
な
い
よ
う
に

十
月
初
旬
頃
か
ら
、
荒
川
放
水
路

流
域
で
カ
モ
の
異
常
死
か
発
生
し
ま

し
た
。
都
に
お
い
て
そ
の
原
因
を
究

明
し
ま
し
た
結
果
、
「
ボ
ツ
リ
ヌ
ス

菌
C
型
」
が
産
生
す
る
毒
素
に
よ
る

病
死
と
い
う
確
実
住
が
強
く
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
菌
に
侵
さ
れ
た
病
鳥

を
食
し
た
楊
合
。
中
毒
の
恐
れ
が
な

い
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
弱

っ
て
い
る
カ
モ
を
捕
獲
し
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の

休
講

区
内
各
会
場
で
行
な
わ
れ
て
い
る

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室
は
、
年
末
年
始

の
た
め
次
の
と
お
り
休
講
し
ま
す
の

で

、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
十
二
月
十
(
日
(
火
)
か
ら
四
十

九
年
一
月
十
五
日
(
火
)
ま
で

■
職
員
募
集

職
種
　
事
務
職

事
務
内
容
　
風
民
健
康
保
険
等
の
診

療
報
酬
審
査
支
払
関
係
事
務

資
格
　
高
卒
男
女
二
十
五
歳
ま
で

の
珠
算
(
三
級
程
度
)
の
で
き
る
方

勤
務
地
　
千
代
田
区
九
段
北
一
一
一

一
四
(
区
政
会
館
内
)

応
募
　
十
二
月
十
五
日
ま
で
に
、
履

歴
一
(

写
真
添
付
)
を
次
の
と
こ

ろ
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い

※
待
遇
は
地
方
公
務
員
に
凖
ず
る
。

問
い
合
わ
せ
・
履
展
一

送
付
先
は
、

東
京
都
国
民
脾
康
保
険
団
体
連
合
会

総
務
部
人
事
課
(
〒

匸
一
〇
千
代
田

区
丸
の
内
三
-
五
-
二
　

二
三
一
1
0

三
五
一
)

■
生
徒
募
集

都
立
足
立
高
碍
職
業
馴
練
校

募
集
期
限

昭
和
四
十
(
年
十
二
月

二
十
二
日
ま
で

募
集
科
目

テ
レ
ビ
技
術
・
自
動
車

整
備
枝
術
・
機
械
技
術
・
木
工
技

術
・
塗
装
技
術
・
電
気
工
事
・
ト

レ
ー
ス
・
経
理
事
務

申
込
方
法

訓
練
校
、
ま
た
は
公
共

職
業
安
定
所
へ

問
い
合
わ
せ
足
立
高
等
職
業
馴
練

校
(
　
六
〇
五
-
六
一
四
六
～
九
)

足
立
公
共
職
業
安
定
所
(
　

六
二

〇
一
三
三
(
一
)

■

休

載

の

お

し

ら

せ
　

都
合
に
よ
り
、
「都
落
問
題
の
理
解

の
た
め
に
」
は
休
職
し
ま
す
。

■ 固定資産税・都市計画税第3 期分の納期は12月27日　■ タバコは区内で買いましょう ( I ・N　208, 000)


